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お岩 おヽ 、これでちつとは気持も直らう。ドリヤ、大事のやゝ を。
ト抱き取らんとして、また候にはかに病気おこりし体にて、苦
痛の思ひ入れ





















長兵　これ民谷 〳 〵、どうだきまつたか 〳 〵。アヽ浦山しい。どれ、　ちと
窺うてやらう。
ト簾にかゝ り、隙間より内をのぞき、恟りして
 ヤヽヽ ヽヽ 、アリヤなんだ 〳 〵。今の娘のあの顔は、アリヤ人間ぢや



































伊右 コレ 〳 〵、継母にかけるがいやなら、あの餓鬼をつれて行け。まだ
















































 ヤヽ 、切つたる首はやつぱり舅。かゝ るたゝ りにうか 〳 〵こゝ には。
ト門口へかけ行く。
こうして伊右衛門は新妻と舅を殺し、殺人者として追われる身となった。その






けたる菰を取る。薄ドロ 〳 〵。こゝ に、菊五郎、お岩の死骸にて、
両目を見開き、きつと見つめて、この死骸、鼠のくはへし守袋
を持つてゐる。伊右衛門、怖気だつて





















































































































ト思ひ入れ。死骸の顔にか りゝし藻は、薄ドロ 〳 〵にて、ばつ
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